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序 

  本説明書は、超高分解能ロングレンジタイプの８ＣＨ ＴＤＣモジュールについての操作方法を

記述します。 

 

１． 機能概要 

   本ＴＤＣは主に次の機能を有します。 

・ ８ＣＨの時間測定回路があります。 

・ 各ＣＨの測定可能な時間は、０～１０μｓで、最大分解能は１０ｐｓです。 

・ ＳＴＡＲＴは各ＣＨ共通です。 

・ 測定値は２３ビットのデジタル値（実数）に変換されます。 

・ ＳＴＡＲＴ・ＳＴＯＰ信号は、ＦＡＳＴ ＮＩＭ信号です。 

・ 各信号は、フロントパネルのＬＥＭＯ型コネクタより入力され、入力インピーダンスは５０Ω

です。 

・ ＣＬＥＡＲ信号入力があり、フロントのＬＥＭO 型コネクタより入力されます。ＦＡＳＴ ＮＩＭ

信号で、入力インピーダンスは５０Ωです。 

 

２． 機能詳細 

Ｃ－ＳＴ １０５型は、８ＣＨ分のＴＤＣ機能を有したＴＤＣモジュールです。ＴＤＣは２３ビットで、

測定可能な時間は１０μｓです。 

 ＳＴＡＲＴ信号が入力されると、ＳＴＯＰ信号の入力がイネーブルとなり、ＳＴＯＰ信号が入力さ

れたＣＨの変換が開始されます。各ＣＨの変換時間は測定レンジ経過後、約１．５μＳです。 

変換の途中でクリア信号かＣＡＭＡＣクリアファンクション（Ｆ（９））入力されると変換は中止さ

れ、初期化されます。 

Ｆ（１６）Ａ（０）で設定する規定時間が経過するとＬＡＭが発生し、ＣＡＭＡＣファンクションＦ

（８）によりテストできます。また、ＬＡＭがＥＮＡＢＬＥの時はデータバスにＬＡＭが出力されま

す。 

また、マルチヒット機能を使用することで最大３２ＨＩＴまでの信号を計測することができます。 

   この場合の時間分解能は２７ｐｓとなります。 

ＨＩＴしたＣＨは、Ｆ（１）Ａ（０）で読み出すことができます。 

 

  ＜ＴＤＣの主な仕様＞ 

    ＊測定範囲     ： ０ｓ～１０μｓ 

    ＊分解能      ： １０ｐｓ／ｃｈ（最大） 

    ＊測定方法     ： 内部ＴＤＣ回路にて、基準クロックより時間幅を計算 

    ＊演算時間     ： 約１．５μｓ 

    ＊直線性      ： ±７０ｐｓ 

    ＊測定データ   ： ２３ＢＩＴ実数 

 



４． ＣＡＭＡＣファンクション 

Ｎ・Ｆ（０）Ａ（０－７）  ： ＣＨ０－ＣＨ７のデータ読み出し 

Ｎ・Ｆ（１）Ａ（０）     ： ＨＩＴ ＣＨの読み出し（“０”のときＨＩＴ） 

Ｎ・Ｆ（１）Ａ（１）     ： ＬＦフラグの読み出し（オプション） *1 

Ｎ・Ｆ（１）Ａ（２）     ： Ｉｒフラグ、Ｅｒｒフラグの読み出し（オプション） *1 

Ｎ・Ｆ（２）Ａ（０－３）  ： ＣＨ０－ＣＨ７のＨＩＴ数の読み出し 

 

 

 

 

 

データ構造 

偶数チャンネル（０、２、４、６）の HIT 数データ 奇数チャンネル（１、３、５、７）の HIT 数データ 

R1～R8 R9～R16 

 

Ｎ・Ｆ（８）Ａ（０）     ： ＴＥＳＴ ＬＡＭ 

Ｎ・Ｆ（９）Ａ（０）     ： イニシャライズ、計測中止、ＨＩＴ ＣＨクリア 

Ｎ・Ｆ（１０）Ａ（０）    ： ＡＬＵ ＴＲＩＧＧＥＲ（オプション） *1 

Ｎ・Ｆ（１６）Ａ（０）    ： 最大測定時間の設定（１μｓ～１０μｓまで、１μｓ単位） 

Ｎ・Ｆ（１７）Ａ（０）    ： ０－１５ＢＩＴ Ｒｅｇｉｓｔｅｒ Ｌｏａｄ 

Ｎ・Ｆ（１７）Ａ（１）    ： １５－２３ＢＩＴ Ｒｅｇｉｓｔｅｒ Ｌｏａｄ 

Ｎ・Ｆ（１８）Ａ（０－１５） ： ２４－３１ＢＩＴ Ｒｅｇｉｓｔｅｒ Ｌｏａｄ ＆ Ｗｒｉｔｅ 

                アドレス＝Ａ（０－１５） 

Ｎ・Ｆ（２４）Ａ（０）    ： ＤＩＳＡＢＬＥ ＬＡＭ 

Ｎ・Ｆ（２５）Ａ（０）    ： 計測スタート（Ｓｔａrt,Ｓｔｏｐ入力をイネーブル） 

Ｎ，Ｆ（２５）Ａ（１）    ： ＴＤＣ イニシャライズ ＆ セットアップ(オプション) ＊１ 

   Ｎ・Ｆ（２６）Ａ（０）    ： ＥＮＡＢＬＥ ＬＡＭ 

 

   ＊１ ： オプション機能で、本モジュールには実装されていません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブアドレス 読出しチャンネル 

0 CH０、CH１ 

1 CH2、CH３ 

２ CH４、CH５ 

3 CH６、CH７ 



５． 入力信号 

（１） ＳＴＡＲ信号入力 

   入力数         ：   １ 

   信号論理        ：  ＦＡＳＴ ＮＩＭ信号 

   入力インピーダンス  ： ５０Ω 

   最小入力信号幅   ：  ５ｎｓ 

   入力コネクタ      ： レモタイプ（ＲＡ００２５０） 

                      

（２） ＳＴＯＰ信号入力 

   入力数          ：  ８ＣＨ 

   信号論理        ：  ＦＡＳＴ ＮＩＭ信号 

   入力インピーダンス  ：  ５０Ω 

   入力信号幅       ：  ５ｎｓ 

   コネクタ         ：  レモタイプ（ＲＡ００２５０） 

 

（３） ＣＬＥＡＲ入力 

   信号論理        ：  ＦＡＳＴ ＮＩＭ信号 

   入力インピーダンス  ：  ５０Ω 

   最小入力信号幅    ：  １００ｎＳ 

   コネクタ         ：  レモタイプ（ＲＡ００２５０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６.セットアップ 

   Ｃ－ＴＳ１０５の内部ＴＤＣ回路に対して、各種レジスタをセットする必要があります。 

   以下の手順で内部レジスタの初期化を行います。 ＊１ 

   下記の例は、１ＢＩT 分解能が２７ｐｓで３２ＨＩＴまでのマルチヒットで計測する場合です。 

   ＷＤＡＴＡはすべて１６進数表示です。 

 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈＡＢ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝０ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ６２０ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ６２ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝１ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ２００４ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ６ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝２ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝３ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ２００ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝４ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝５ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ８００ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝６ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ１ＦＢ４ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝７ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ７ＦＦ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝１１ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝１２ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝０ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝１４ 

   Ｆ＝１７ ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ１ 、 Ｆ＝１７ ： Ａ＝１ ： ＷＤＡＴＡ＝＆ｈ２４０ 

   Ｆ＝１８ ： Ａ＝４ 

   Ｆ＝９  ： Ａ＝０ 

 

測定レンジ（ＴＤＣのフルスケール）はＦ（１６）Ａ（０）で１μ秒刻みで１０μ秒まで設定することが

できます。 

   例） Ｆ＝１6 ： Ａ＝０ ： ＷＤＡＴＡ＝５ の場合、フルスケールは５μ秒となります。 

 

 



 7． 測定・読み出し手順   

（１）セットアップ終了後、Ｆ（９）Ａ（０）を実行します。 

（２）Ｆ（２５）Ａ（０）で計測を開始します。 

注）Ｆ（２５）Ａ（０）を発行した時点からＳＴＯP 信号が計数されます。ですのでＳＴＡＲＴ信号

が入力されなくてもＳＴＯＰ信号が入るとマルチヒットカウンターは計数されますので注意し

てください。 

これを避けるためには、外部回路を使用してＳＴＡRT 信号が入力された後ＳＴＯＰ信号が

有効になるような回路を導入する必要があります。 

（３）ＳＴＡＲＴ信号が入力されると、測定が開始されます。 

（４）ＳＴＯＰ信号が入力されると、そのＣＨのＴＤＣ回路とＡＬＵが変換を開始し、設定レンジ終

了後約１．５μｓ後に変換が終了し、変換終了フラグが立ちます。この時点でＨＩＴしたＣＨ

の計算は完了しており、直接レジスタから変換値を読み出すことができます。 

設定計測時間内に入力されたＳＴＯＰ信号は最大３２個まで時間変換され内部メモリに書

き込まれます。 

ＨＩＴしたＣＨはＦ（１）Ａ（０）で読み出すことができます。 

各ＣＨのＨＩＴ数は、Ｆ（２）Ａ（ｎ） ｎ＝０～７ で読み出すことができます。 

（５）また、このときにＬＡＭが発生し、Ｆ（８）でＴＥＳＴすることができます。 

（６）Ｆ（０）Ａ（ＨＩＴ ＣＨ）で、２３ＢＩＴデータを読み出します。 

これをＦ（２）Ａ（ｎ）で読み出された回数分繰り返します。 

（７）全てのＨＩＴ ＣＨを読み出すとＨＩＴ ＣＨ情報はクリアされます。 

（８）Ｆ（９）を実行しＳＴＡＲＴ信号入力待ちとなりますが、Ｆ（２５）Ａ（０）を実行するまで計測は

できません。 

 

８．最大測定時間の設定 

Ｆ（１６）Ａ（０）で、最大測定時間を設定することができます。従来のＴＤＣと違い、測定時間を 

  変えても、時間分解能は変化しません。測定時間を設定しないとＴＤＣは動作しません。 

 

Ｆ（１６）Ａ（０） Ｗ１－ Ｗ４ 

         １ ０ ０ ０   ： １μｓ 

         ０ １ ０ ０   ： ２μｓ 

            ｜ 

            ｜ 

         １ ０ ０ １   ： ９μｓ 

         ０ １ ０ １   ： １０μｓ 

 

 

 

 



９.データの計算 

Ｆ（０）Ａ（ＨＩＴ ＣＨ）で読み出したデータは、下記の計算式で実際の時間データに変換され

ます。 

ＣＡＭＡＣで２４ＢＩＴデータとして読み出した値をＷＤＡTA とすると 

 

   測定値 ＝ ＷＤＡＴＡ × ２７．４３４８ ÷ １０００ （ｎｓ） 

 

１０．ＬＡＭ発生条件 

測定可能な状態になった後、ＳＴＡＲＴ信号が入力されＦ（１６）Ａ（０）で設定した時間が経過す

るとＬＡＭが発生します。 

オプションで、ＳＴＯＰ信号が入力された場合にＬＡＭを発生することもできます。 

ＬＡＭはＦ（８）Ａ（０）で調べることができます（ＴＥＳＴ ＬＡＭ機能） 

 

以上 

 

お問い合わせ先 ： 株式会社 テクノランドコーポレーション 

             技術開発  ＴＥＬ ０４２－５５７－７７６０ 

                     ＦＡＸ ０４２－５５７－７７２７ 

                     Ｅ－ｍａｉｌ technoland@mta.biglobe.ne.jp 
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